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標本抽出方法 層化等確率無作為抽出 

層化基準 産業分類（６区分）、売上高階級（２区分）、都道府県（４７区分） 

産業分類 
「建設業」、「製造業」、「卸売業、小売業」、「宿泊業、飲食サービス業」、「生活関連
サービス業、娯楽業」、「サービス業（上記産業を除く）」（※参照） 

売上高階級 
都道府県、産業分類ごとに売上高９０％点を算出し、各個人企業の売上高が売上
高９０％点未満か否かで区分 

標
本
配
分 

産業分類 均等配分とし、産業分類別結果の精度向上を図る 

売上高階級 
均等配分とし、売上高の高い個人企業の抽出率を高くし、結果の精度向上を図る
（Ｐ８「売上高階級の層化効果」参照） 

都道府県 
都道府県の規模（個人企業数）で傾斜配分し、全国結果の精度向上を図るととも
に、都道府県別結果の精度確保も図る 

標
本
サ
イ
ズ 

層内 4０以上 

都道府県 48０以上（＝4０以上×６区分×２区分） 

全国 約3万6千（現行の約10倍） 

※「サービス業（上記産業を除く）」は、「情報通信業」、「運輸業，郵便業」、「金融業，保険業」、「不動産業，物品賃貸 
 業」、「学術研究，専門・技術サービス業」、「教育，学習支援業」、「複合サービス事業」及び「サービス業（他 
 に分類されないもの）」 
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売上高の分布

売上高（万円）
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 売上高は右に裾が長い分布となっているため、結果精度の向上を図るためには、売上
高の高い個人企業の抽出率を高くする必要がある。なお、売上高を分位点で区切る場合、
最も結果精度の向上が見込めるのは９０％点であった。 

売上高階 
級の区分 

分位点 
（万円） 

標本誤差 
（万円） 

区分なし --- 62 

７５％点 1234 26 

８０％点 1538 23 

８５％点 2000 21 

９０％点 2712 19 

９５％点 4329 21 

平均値 1261 --- 

※売上高の分布、分位点、標本誤差、平均値は、全 
 国の調査産業計。また、標本誤差は、現行標本 
 サイズ（3,680）で算出。 

売上高の分位点別標本誤差 

売上高階級の層化効果 




